
0 0
0 0
0 0
0 0
0 0
0 0

放火・放火の疑い 0

たばこ 0

91
72

49 59
75 64 60

85
64 67

0

20

40

60

80

100

平成27年 平成28年 平成29年 平成30年 平成31年

令和元年

令和２年 令和３年 令和４年 令和５年 令和６年

過去10年間の火災
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一般電話 8,129 7,911 8,322 8,300 8,119

携帯電話 5,886 6,474 7,804 8,999 8,560

合 計 14,015 14,385 16,126 17,299 16,679

過去５年間の１１９番通報件数
（件数）

呉市消防局が受信した災害などの１１９番通報は１６，６７９件で，
前年に比べ６２０件減少しており，１日平均約４６件，市民の約１２
人に１人が通報したことになります。

内訳としては,  災害に関する通報が最多で約８１％，続いて，「ま
ちがい」が約６％となっています。

携帯電話からの通
報は全体の約５１％
で，通報全体に占め
る割合は近年増加傾
向にあります。

救急, 11,475火災, 91

救助, 58

その他の

災害, 1,246

同報, 665

まちがい, 1,044

いたずら, 64

問合せ, 946 その他, 1,090

令和６年中の呉市消防局管内の火災件数は６７件で，昨年と比較して３件増加しました。
火災による死者は３人（３人減）で，負傷者は７人（１人減）となっています。
また，火災の損害額は約８，９１４万円（約５，８４８万円減）で，そのうち建物火災における損

害額は，約８，８６６万円（約５，８６０万円減）となっています。
注：（ ）内は令和５年との比較

出火原因の第１位は「たき火」で１８件，第２位は「た
ばこ」で９件，第３位は「電気装置」，「電気機器」でそ
れぞれ４件となっています。

そのうち，建物火災３２件の出火原因を見てみると，最

も多いのは「電気装置」で４件となっています。

電気や電気製品に関わる火災は，機器の使用方法を誤っ

たり，故障した機器を使用することで発生します。

電気や電気製品に関する火災を防止するために，次のこ

とに留意しましょう。

○ たこ足配線を絶対にしない。

○ 電気製品のコードを束ねたまま使用しない。

○ 普段使わない電気製品はコンセントを抜いておく。

○ 電気コードが家具などの下敷きにならないようにする。

○ 破損したり，変形した機器は使用しないようにする。

令和６年 呉市消防局管内の災害現況

※

－火災種別ごとの状況－

－出火原因別状況－

－事故種別出動件数－

●事故種別出動件数状況

●年齢区分別搬送人員状況

●傷病程度別搬送人員状況

●火災原因別件数

●火災種別件数

令和６年中の救急出動件数は１２，１１４件（３１件増）で，搬送人員は１０，３６０人
（２８０人増）でした。これは，救急隊が１日当たり約３３回，約４４分に１回の割合で出動し，
市民の約１９人に１人が救急搬送されたことになります。

注：（ ）内は令和５年との比較

救急出動件数は，過去最多となりました。
（令和５年の１２，０８３件を更新）

令和６年中の事故種別のうち，高い比率を占
めたのは急病の ７，７７８件で全体の約６４％
を占めています 。次に，一般負傷が１，９８７
件，続いて転院搬送が １，２６０件，交通事故
が６０７件となっています。

また，救急車による搬送人員１０，３６０人
のうち，６５歳以上の高齢者が，７，８３４人
と，全体の約７６％を占め，比率が高い傾向が
続いています。

救急車の必要なケガや病気の中には，ほんの
少しの注意や心がけで防げるものもあります。

家庭内での転倒防止や普段からの健康管理に
注意しましょう。

１１９番通報の内訳

（件数）

火災 救急

１１９番通報

急 病

64.21%

一般負傷

16.40%

転院搬送

10.40%

交通事故

5.01%

その他

3.98%

事故種別出動状況
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過去１０年間の救急出動件数の推移（件数）

高齢者

75.62%

成人

19.71%

少年

2.55%

乳幼児

2.09% 新生児

0.03%

年齢区分別搬送人員状況

死亡

1.18%
重症

8.74%

中等症

63.80%

軽症

26.26%

その他

0.02%

傷病程度別搬送人員状況

火災件数６７件は，過去１０年間の平均件数（約６９

件）を下回る件数となっています。

火災種別ごとを見てみると，建物火災は３２件（４件

減），林野火災は２件（増減なし），車両火災は４件

（１件増），船舶火災２件（２件増），その他の火災が

２７件（４件増）となっています。

出動件数 比率 出動件数 比率

急 病 7,778 64.21% 7,795 64.51%

一 般 負 傷 1,987 16.40% 2,035 16.84%

転 院 搬 送 1,260 10.40% 1,168 9.67%

交 通 事 故 607 5.01% 595 4.92%

そ の 他 482 3.98% 490 4.06%

合 計 12,114 100.00% 12,083 100.00%

事故種別
令和６年 令和５年

搬送人員 比率 搬送人員 比率

死 亡 122 1.18% 122 1.21%

重 症 905 8.74% 950 9.42%

中 等 症 6,610 63.80% 6,569 65.17%

軽 症 2,721 26.26% 2,439 24.20%

そ の 他 2 0.02% 0 0.00%

合 計 10,360 100.00% 10,080 100.00%

傷病程度
令和６年 令和５年

搬送人員 比率 搬送人員 比率

高 齢 者 7,834 75.62% 7,496 74.37%

成 人 2,042 19.71% 2,029 20.13%

少 年 264 2.55% 251 2.49%

乳 幼 児 217 2.09% 293 2.91%

新 生 児 3 0.03% 11 0.11%

合 計 10,360 100.00% 10,080 100.00%

令和６年 令和５年
年齢区分

出動件数 搬送人員

呉　市 12,083 10,08012,114 10,360

区分
令和６年 令和５年

出動件数 搬送人員

●救急出動・搬送人員（傷病者のみ）

1 たき火 18 26.87% たき火 17 26.56%

2 たばこ 9 13.43% たばこ 6 9.38%

3 電気装置 4 5.97% 放火 5 7.81%

3 電気機器 4 5.97% こんろ 4 6.25%

4 ストーブ 3 4.48% 枯草焼き 4 6.25%

4 排気管 3 4.48% 電気機器 4 6.25%

－ その他 26 38.81% その他 24 37.50%

－ 合計 67 100.00% 合計 64 100.00%

順   位

呉　　市

令和6年 令和５年

原因 件数 比率 原因 件数 比率

建物火災 32 47.76% 36 56.25%

林野火災 2 2.99% 2 3.13%

車両火災 4 5.97% 3 4.69%

船舶火災 2 2.99% 0 0.00%

航空機火災 0 0.00% 0 0.00%

その他の火災 27 40.30% 23 35.94%

合計 67 100.00% 64 100.00%

種　別

呉　　市

令和６年 令和５年

件数 比率 件数 比率

災害に関する通報


